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１．事業の概要

【水環境】〈渡良瀬川・矢場川〉
水質汚濁が進んでいた矢場川等において、流域の関係者と一体となって、浄化導水、河川浄化施設の整備等を組み合わせて実施し、水環境の改
善を図りました。

【水辺整備】〈渡良瀬川・矢場川・桐生川〉
地方公共団体や地元住民との連携の下、地域の活性化や河川での環境学習、自然体験活動等に資する水辺の整備・利活用計画等が作成され
た箇所において、活動目的に合わせて誰もが安全かつ容易に利用できるよう、まちづくりと一体となった魅力ある水辺空間の整備を実施しています。

再評価
評価単位

分野 河川 個別箇所名 整備の内容 事業期間 備考

（渡
良
瀬
川
）

利
根
川
総
合
水
系
環
境
整
備
事
業

水
環
境

渡良瀬川
Ⅰ.蓮台寺川浄化事業

取水施設、
導水管設置：750m

S56～S59

完了評価済
(H26)

Ⅱ.袋川浄化事業 浄化施設：1箇所 H4～H16

矢場川 Ⅲ.矢場川浄化事業 浄化施設：3箇所 H5～H16

水
辺
整
備

矢場川 Ⅳ.矢場川憩い・ふれあいﾈｯﾄﾜｰｸ整備
基盤整備等：5箇所
管理用通路（散策路）：8.5km

H18～H20

桐生川 Ⅴ.桐生川水辺環境整備 水辺の楽校：1箇所 H17～H21

渡良瀬川 Ⅵ.渡良瀬川環境整備

緩傾斜堤防：1.93km
坂路の整備：7箇所
管理用通路（散策路） ：0.9km
基盤整備：39,700m2

H8～R9 継続事業

【実施事業】

【事業実施位置図】

管理用通路

Ⅰ.蓮台寺川浄化事業
（S59完）

Ⅱ.袋川浄化事業
（H16完）

Ⅲ.矢場川浄化事業
（H16完）

Ⅴ.桐生川水辺環境整備
（H21完）

Ⅵ.渡良瀬川環境整備
（継続）

Ⅳ.矢場川憩い・ふれあいﾈｯﾄﾜｰｸ整備（H20完）

凡例

：完了評価済
：継続

緩傾斜堤防の階段

1

（１）事業の目的と計画の概要



２．事業の進捗状況と見込み等

2

（１）事業の進捗状況（完了箇所）
１）【水環境】

【礫間接触酸化施設】【土壌浸透施設】

分野 河川 個別箇所名 整備の内容 単位
数量

事業期間 施設稼動期間
全体計画 H26末

水環境
渡良瀬川

Ⅰ.蓮台寺川浄化事業
取水施設、導水管設置、

モニタリング
m 750 （S59完了） － S56～59 S59～H13

Ⅱ.袋川浄化事業 浄化施設、モニタリング 箇所 1 （H16完了） － H4～16 H6～22

矢場川 Ⅲ.矢場川浄化事業 浄化施設、モニタリング 箇所 3  （H16完了） － H5～16 H10～22

・H16年度までに事業が完了し、渡良瀬川、矢場川の浄化施設の整備等により水環境の改善を図りました。

※「ひも」に付着させた微生物を活用して、水質
汚濁物質を除去

ひも状接触浄化施設

蓮台寺川放流口

渡良瀬川

取水口

放流口

蓮台寺川
導水管

Ⅱ.袋川浄化事業（浄化施設）Ⅰ.蓮台寺川浄化事業（取水施設、導水管）

②土壌浸透施設

①礫間接触
酸化施設

施設内の水の流れ
袋川

取水
放流

Ⅲ.矢場川浄化事業（浄化施設）

整備状況



２．事業の進捗状況と見込み等

（１）事業の進捗状況（完了箇所）
２）【水辺整備】

分野 河川 個別箇所名 整備の内容 単位
数量

事業期間
全体計画 H26末

水辺
整備

矢場川 Ⅳ.矢場川憩い・ふれあい
ﾈｯﾄﾜｰｸ整備

基盤整備等（階段含む） 箇所 5 （H20完了） －
H18～20

管理用通路（天端舗装） m 8,500 （H20完了） －

桐生川 Ⅴ.桐生川水辺環境整備 水辺の楽校（緩傾斜坂路4箇所、階段3箇所、管理用通路・堤防
天端舗装一式） 箇所 1 （H21完了） － H17～21

Ⅴ.桐生川

水辺環境整備
Ⅳ.矢場川憩い・

ふれあいﾈｯﾄﾜｰｸ整備

整備状況

天端幅が狭く、凹
凸のある管理用
通路のため通行
しにくい

堤防天端舗装階段

矢場川

急斜面により、
矢場川へ安全
にアクセスしに
くい

Ⅴ.桐生川水辺環境整備Ⅳ.矢場川憩い・ふれあいﾈｯﾄﾜｰｸ整備

安全に水辺にアクセスしやすくなりました 散策等堤防利用の安全性が向上しました

3

<矢場川>H20年度に基盤整備、管理用通路の事業が完了し、地域における水辺の交流拠点の整備、ネットワーク
の形成を図りました。

<桐生川>H21年度に緩傾斜坂路、階段、管理用通路・堤防天端舗装の事業が完了し、子どもたちの河川利用の
促進、体験活動場として活用されています。

整備後

整備前

整備後

整備前



２．事業の進捗状況と見込み等

渡良瀬川環境整備事業は、地域における水辺の交流拠点、ネットワークの形成として、管理用通路（散策路）の
整備及び基盤整備等を「足利地区」・「岩井地区」・「五十部地区」の３地区で実施しています。
・足利地区は、H17年度整備完了（緩傾斜堤防 約1.8km、坂路１箇所等）
・岩井地区、五十部地区は、「足利市かわまちづくり計画」（H25年度策定）を策定し、岩井地区については、
R1年度整備完了（基盤整備約39,700m2、坂路2箇所等）、五十部地区については現在整備中となっています。

分野 河川 個別箇所名 整備の内容 単位
数量

事業期間
全体計画 R1年度末 残

水辺
整備 渡良瀬川 渡良瀬川

環境整備

1.足利地区
緩傾斜堤防 ｋｍ 1.77 1.77（H17完了） －

H8～R9

坂路 箇所 1 1（H17完了） －

2.岩井地区

緩傾斜堤防 ｋｍ 0.16 0.16（R1完了） －

基盤整備 ｍ2 39,700 39,700（H29完了） －

坂路 箇所 2 2（R1完了） －

管理用通路 ｋｍ 0.4 0.4（H29完了） －

3.五十部地区
管理用通路 ｋｍ 0.5 0.5（R1完了） －

坂路（階段等含む） 箇所 4 3 1

4

【整備状況】

2.岩井地区

3.五十部地区

：R2年度以前完成箇所
：整備中・今後整備する箇所

1.足利地区

Ⅵ.渡良瀬川環境整備

１．足利地区（Ｈ17整備済み） ２．岩井地区（R1整備済み）

（１）事業の進捗状況
３）【水辺整備】（渡良瀬川環境整備事業）

■岩井地区の利用者数の変化

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

H18 H21 H26 H31

※渡良瀬川33.0～34.4㎞右岸の
利用者数（実測値）を示す。
出典：河川空間利用実態調査

岩井地区
公園整備（足利市実施）R1.10

完了

緩傾斜堤防の階段の利用 平場・坂路整備による水辺利用

急な法面と凹凸がある
護岸により、渡良瀬川
へアクセスしにくい渡良瀬川

渡良瀬川

高水敷に樹木や草木が
繁茂し、平場が無いため
利用しにくい

整備後

整備前

整備後

整備前

階段

平場

坂路

地域における水辺の交流拠点、
ネットワークの形成として、管理用
通路（散策路）の整備及び基盤整
備を実施に伴い、水辺利用者数が
増加しています。



２．事業の進捗状況と見込み等

【水辺整備】（渡良瀬川環境整備事業）・・・事業費 約１４百万円増額、 事業期間を５年間延伸
＜岩井地区＞
・数量精査に伴い、管理用通路延長が約０.１km減となりました。
＜五十部地区＞
・他事業の盛土により造成された箇所を新規箇所として追加しました。
当該箇所の堤防天端（平場）を民間企業等に活用いただき、地域活性化を図るため、利活用検討、坂路等
施設整備を追加しました。
・他事業により整備したため、管理用通路延長が約０.３５km減となりました。

分野 河川 個別箇所名 整備計画
前回
（H29）

今回
（R2）

水
辺
整
備

渡
良
瀬
川

渡良瀬川
環境整備

2.岩井地区 管理用通路 0.5㎞ 0.4㎞

3.五十部地区
管理用通路 0.85㎞ 0.5㎞

坂路（階段等含む） 3箇所 4箇所

【整備計画の変更】

（２）事業の見込み等（整備内容の変更）

足利赤十字
病院

管理用通路
0.5km（R1完）

坂路・階段整備
（追加）管理用通路

0.35km（他事業）

【五十部地区】

5

整備後（今回追加箇所イメージ）

整備前（今回追加箇所）

渡良瀬川

階段

スロープ
（坂路）

渡
良
瀬
橋

凡例

整備完了箇所
R2の計画追加箇所
R2の計画除外箇所
他事業による施工箇所
距離標

川表・川裏
坂路整備（R1完）

36ｋ

37ｋ

38ｋ

川裏坂路
整備（H30完）

新規整備箇所



３．事業の投資効果

6

・予備調査結果より、来訪頻度の変化点がみら
れる概ね５km圏を受益範囲として設定しました。

45%

35%

23%

30%
24%

9% 7%

19% 19% 20%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

利
用
率

変化点
5km

予備調査結果 現在の来訪頻度（年複数回以上）
有効回答（Ｎ）＝290

（１）費用便益分析（水辺整備）（渡良瀬川環境整備事業）
１）受益範囲の設定

項 目

水辺整備

Ⅵ.渡良瀬川環境

整備事業（継続箇所）

受益範囲 整備地区から５ｋｍ圏

受益世帯数
世帯数：76,480世帯

（H27国勢調査）

調
査
概
要

調査方法 Webアンケート

①配信数 6,567票

②回収数

（②/①：回収率）

518票

（7.9%）

③有効回答数

（③/②：有効回答率）

403票

（77.8％）

支払い意思額

（ＷＴＰ）

月・世帯当たり

281円

項 目

水辺整備

Ⅵ.渡良瀬川環境

整備事業（継続箇所）

基準年 令和２年度

評価期間 整備期間＋50年間

総

費

用

（Ｃ）

①建設費 37.6億円

②維持

管理費
0.07億円

③総費用 37.7億円

総便益（Ｂ） 125.4億円

費用便益比（Ｂ／Ｃ） 3.3

２）支払意思額 ３）費用便益比

※予備調査の概要

調査範囲 ： 10㎞（1㎞毎に集計）

調査手法 ： Webアンケート

配信数 ： 12,787票

回収数 ： 417票

回収率 ： 3.3%

有効回答数： 290票

有効回答率： 69.5％

受益範囲（整備地区から5km圏）
【利用率】

５㎞圏
４㎞

五十部地区 足利地区

岩井地区

３㎞
２㎞

１㎞

渡良瀬川

凡例

渡良瀬川

受益範囲

整備範囲

0 1 5
km

2 3 4



３．事業の投資効果
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◆総便益（Ｂ）・沿川住民を対象としたＣＶＭアンケートにより支払い意思額（ＷＴＰ）を把握。
・ＷＴＰから年便益を求め、評価期間を考慮し、残存価値を付加して、総便益を算定。

◆総費用（Ｃ）・事業に係わる建設費と維持管理費を計上。

１）計算条件

（２）費用便益分析（水系全体）

基準年次 ： 令和２年度

分析対象期間 ： 整期備間＋５０年

便益の算定方法 ： ＣＶＭ（仮想市場評価法）

世帯数データ ： 平成２７年国勢調査
受益範囲の世帯数： 水環境 ２４万世帯

水辺整備（矢場川） １．７万世帯

水辺整備（桐生川） １．４万世帯

水辺整備（渡良瀬川）７．６万世帯
事業費 ： １１１億円（消費税込み）

総便益（Ｂ） ： ５６３億円（４１５億円※）

総費用（Ｃ） ： ３０３億円（１１６億円※）

（消費税抜き）
費用便益比（Ｂ／Ｃ）： １．９

基準年次 ： 平成２６年度

分析対象期間 ： 整備期間＋５０年

便益の算定方法 ： ＣＶＭ（仮想市場評価法）

世帯数データ ： 平成２２年国勢調査
受益範囲の世帯数： 水環境 ２４万世帯

水辺整備（矢場川） １．７万世帯

水辺整備（桐生川） １．４万世帯

水辺整備（渡良瀬川）５．３万世帯
事業費 ： １１０億円（消費税込み）

総便益（Ｂ） ： ３６９億円（３１５億円※）

総費用（Ｃ） ： ２１９億円（１１９億円※）

（消費税込み）
費用便益比（Ｂ／Ｃ）： １．７

［参考：前回評価（平成２９年度）］

※費用便益比は前々回評価（平成２６年度）

※基準年次における現在価値化前を示す



３．事業の投資効果
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◆総便益（Ｂ）・沿川住民を対象としたＣＶＭアンケートにより支払い意思額（ＷＴＰ）を把握。
・ＷＴＰから年便益を求め、評価期間を考慮し、残存価値を付加して、総便益を算定。

◆総費用（Ｃ）・事業に係わる建設費と維持管理費を計上。

分野 河川名 個別箇所名
総費用
（Ｃ）

総便益
（Ｂ）

費用便益比
（Ｂ／Ｃ）

水環境

渡良瀬川

Ⅰ．蓮台寺川浄化事業

２４８．４億円 ３９２．６億円 １．６Ⅱ．袋川浄化事業

矢場川 Ⅲ．矢場川浄化事業

水辺整備

矢場川
Ⅳ．矢場川憩い・ふれあい
ネットワーク

５４．８億円

１２．７億円

１７０．３億円

２６．１億円

３．１

２．１

桐生川 Ⅴ．桐生川水辺環境整備 ４．５億円 １８．８億円 ４．２

渡良瀬川
（継続箇所）

Ⅵ．渡良瀬川環境整備 ３７．７億円 １２５．４億円 ３．３

合計
３０３．３億円
現在価値化前
１１６．３億円

５６２．９億円 １．９

総費用（C）・総便益（B）は、社会的割引率（4%）及びデフレーターを用いて現在価値化を行い算定。

表示桁数の関係で計が一致しない場合があります。

（２）費用対効果分析（水系全体）



４．コスト縮減等
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住民との協働によるクリーンアップ作戦地元自治会による堤防除草

■維持管理にあたっては、地元自治体や市民との協働によりコスト縮減に努めます。

（１）コスト縮減の取り組み

５．関係自治体等の意見

・再評価における県の意見は下記の通りです。

関係県 再評価における意見

栃木県

本県南部の県境を流れる渡良瀬川は、足利市をはじめ沿川市街地
にとって貴重な水辺空間となっていることから、今後とも地元住民等
と連携し、まちづくりと一体となった魅力ある水辺空間の整備のため、
本事業の継続を要望します。



・地元自治体や市民との協働による維持管理等、地域と連携しながら一層のコスト縮減に努めます。

①事業をめぐる社会情勢等の変化

・渡良瀬川は、市街地における貴重な水辺空間となっています。広い河川敷はスポーツ広場等の利用の他、
散策等の憩いの場所として親しまれており、誰もが安心して水辺や自然とふれあう事のできる整備の必要性
が高まっています。

②事業の投資効果

令和２年度評価時 Ｂ／Ｃ Ｂ（億円） Ｃ（億円）

利根川総合水系環境整備事業

(渡良瀬川環境整備）
１．９ ５６２．９ ３０３．３

６．今後の対応方針（原案）
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・今後の実施の目途・進捗の見通しについては、特に大きな支障はありません。
・今後も事業実施にあたっては、社会情勢等の変化に留意しつつ、関係機関や地元関係者等との調整を十分
に行い実施します。

（１）事業の必要性等に関する視点（事業の投資効果）

（３）コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

（２）事業の進捗状況・事業の進捗の見込みの視点

・当該事業は、誰もが安全かつ容易にふれあうことのできる水辺空間を確保するために、引き続き事業を継続
することが妥当と考えます。

（４）今後の対応方針


